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けいめい鳴
イエスの言禁

『もう注かｆｒくともよい』

聖書(ルカ福音書７章１３節）

牧師河合裕志

あってはならないことが時に起るのがこの

世の中。やもめの一人息子の死亡などはその

最たるものの一つ。この母親は既に何かの理

由で夫を失っていた。病気か事故によるもの

であったろう。これは妻にとり一大ショック。

愛する夫の死位悲しいことはない。

しかしそうした中、なお彼女には希望があ

った。それは一人息子の存在である。彼女は

この息子と共に生きて行くことになった。愛

する対象があること位幸いなことはない。彼

女はこの息子の成長を楽しみにその全ての愛

情を注ぎつつ日々を暮した。

だがこの幸せは長く続かなかった。あって

はならないことが起きてしまった。息子が死

んでしまったのである。何ということか。神

も仏もあったものか。彼女の最後の望みが打

ち砕かれてしまった。彼女は泣きくずれ息子

の側より離れようとはしない。

しかしいつまでも死者を家の中にとどめて

おくことは出来ない。周りの者が母親を息子

より引き離し息子を棺に納めた。葬列が組ま

れ町の門を出、墓場に向う。町の人々が母親

に付き添い支えた。

この情景にイエスが出くわした。そして事

情の全てを知った「主はこの母親を見て、憐

れに思い、『もう泣かなくともよい』と言われ

た｣。この「'憐れに思い」を岩波書店訳は「腸

（はらわた）がちぎれる想いに駆られ」と表

記した。確かに原意に即せばこの訳は可能で
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ある。母親の置かれた心境に自らを重ね合わ

せ、本当に気の毒で仕方がない、いたたまれ

ないといったイエスの思い。このまま放って

は置けない、何事かをなさなければ。そこか

ら「もう泣かなくともよい」との言葉が発せ

られた。

．.こんな言葉は誰も言うことが出来ない６泣

きなさい、大いに悲嘆に暮れなさい、こうと

しか私達には言えない。こんな際には泣くし

か手はない。誰も彼女から涙を払拭すること

など出来っこない。

しかしイエスはそう語りかけ近づいて棺に

手を触れ「若者よ、あなたに言う。起きなさ

い」と言った。すると死人は起き上がっても

のを言い始めた。誠に信じ難い恐るべきこと

が起きた。絶望の淵にあった母親に希望の光

が戻って来たのである。イエスの腸のちぎれ

んばかりの'憐れみの心は今日に生きる私達一

人一人の苦悩にも向けられている筈である。

「君よ、もう泣かなくともよい。私が共にい

るから。起き上がり前に向かって歩んで行き

なさい’

集会案内

主日礼拝：毎日曜日午前１０時１５分

こどもの教会：毎日曜日午前９時

祈祷会：第４日曜日礼拝後

婦人会・壮年会：第２日曜日礼拝後

聖書を学ぶ集い：第４水曜日午前１０時

オリーブの会：第３月曜日午前１０時

（読書会を中心に身近な問題を話し合っています｡）


